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期
間
は
、
申
告
期
限
か
ら

一
年
以
内

と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
昭
和
五
十

九
年
分
の
所
得
税

の
確
定
申
告
に
つ

C
組

1
五
月
十
五
日
か
ら
七
月
三
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三大市民ま つ りの 1つ「真田まつり」のメーン「真田武者行列」が、 4月21日行われました。当日は、
永野市長(写真=馬上の人)ふんする真田幸村などのほか、 NHKの「真ー田太平記」に出演中の木之元亮

さん(向井佐平次役)と偲木孝明さん(樋口角兵衛役)が、特別参加しました。上田城で出陣式を行ったあ

と、約 3時間にわた って目抜通りに戦国絵巻を再現しました。
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市民の動き

( 4月1目玉見イ五)
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、第3の橋、小牧橋ついに完成

えつ広報F 第 934号

VS月~日には開問

一
日
三
万
台
を
上
ま
わ
っ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
現
存
の
二
本
の
僑
だ

け
で
は
、
こ
の
通
行
量
は
消
化
で
き

ず
、
特
に
朝
夕
は
大
き
な
交
通
渋
滞

を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
る
年
聞
の
ロ
ス
は
、
通
勤
通
学
を

は
じ
め
農
産
物
の
輸
送
な
ど
、
各
方

面
に
わ
た
り
多
大
で
す
。
そ
こ
で
、

市
で
は
、
一
日
も
早
く
小
牧
橋
を
完

成
さ
せ
た
い
と
考
え
、
農
道
事
業
と

し
て
建
設
費
を
農
林
漁
業
金
融
公
庫

か
ら
借
り
入
れ
る
認
可
を
得
ま
し
た
。

そ
し
て
、
昭
和
五
十
六
年
十
月
、

朝
夕
の
交
通
渋
滞
解
消
と
左
岸
地
区

の
農
産
物
の
愉
送
力
ア

y
プ
と
い
う

上
田
情
、
古
舟
橋
に
続
く
H

第
三

の
橋
μ

小
牧
橋
が
、
関
連
道
路
も
含

め
て
つ
い
に
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の

五
月
二
十
九
日
に
は
開
通
式
が
行
わ

れ、

川
辺
地
区
の
県
道
上
回
塩
回
線

か
ら
国
分
地
区
の
国
道
一
八
号
線
ま

で
の
約
四
千
二
百
メ
ー
ト
ル
が
、
全

面
供
用
開
始
と
な
り
ま
す
。

小
牧
橋
は
市
内
最
長

上
田
橋
と
古
舟
橋
の
通
行
量
は

身
近
な
相
談
に
お
答
え
し
ま
す

む
だ
を
な
く
す
生
活
展

大
き
な
期
待
を
背
負
っ
て
、
小
牧
附

着
工
の
は
こ
び
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

去
年
の
四
月
に
は
、
小
牧
の
東
海
区

水
産
研
究
所
陸
水
部
北
側
と
旧
道
の

上
堀
地
区
と
を
結
ぶ
全
長
三
百
八
十

メ
ー
ト
ル
、
幅
十
一
メ
ー
ト
ル
の
情

本
体
が
完
成
し
ま
し
た
。
小
牧
橋
は
、

上
田
慌
の
二
百
六
メ
ー
ト
ル
、
古
舟

惜
の
二
百
七
十
メ
ー
ト
ル
を
し
の
ぎ
、

市
内
最
長
の
橋
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
市
で
は
、
小
牧
橋
架
怖
と

並
行
し
て
両
岸
の
取
付
道
路
を
含
む

関
連
道
路
の
用
地
交
渉
と
建
設
に
も

力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。
何
回
か
話

し
合
い
を
重
ね
た
結
果
、
よ
う
や
く

地
元
の
皆
さ
ん
の
御
理
解
、
御
協
力

が
得
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
約
三

千
八
百
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
関
連
道
路

が
完
成
し
ま
し
た
。

交
通
渋
滞
解
消

な
ど
に
期
待

こ
の
よ
う
に
、
小
牧
橋
促
怖
に
つ

い
て
は
、
上
田
市
の
交
通
の
現
状
と

将
来
の
発
展
を
々
、
ぇ
緊
急
な
課
題
と

し
て
建
設
し
た
も
の
で
、
小
牧
惜
の

完
成
に
よ

っ
て
、
朝
夕
の
交
通
渋
滞

解
消
は
も
ち
ろ
ん
、
川
西
・
塩
田
地

区
の
農
産
物
の
輸
送
力
ア

メ
フ
な
ど

両
岸
の
述
叫
機
能
は
飛
叫
的
に
向
卜

す
る
も
の

と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

(協
代

N
T
T
K
川
氾
報
定

AMe-

-
石
け
ん
コ
ー
ナ
ー

粉
石
け
ん
を
他

つ
て
の
上
手
な
抗



区
の
農
産
物
の
輸
送
力
ア

ッ
フ
な
ど

両
岸
の
連
携
機
能
は
飛
躍
的
に
向
上

す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
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「むだをなくす生活展」の 1つ電話コーナー

(上田市資源活用推進本部 諸問訪問時0671 ~ 

市
で
は
，
省
資
源

・
省

エ
ネ
ル
ギ

ー
。
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
進
め
て
い

く
た
め
、
「
資
源
活
用
推
進
本
部
」
(
本

部
長

・
永
野
市
長
)
を
設
置
し
、
毎

年
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
や
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
今
年
も
市
内

各
事
業
所
の
協
賛
に
よ
る
「
む
だ
を

な
く
す
生
活
展
」
を
、
「
資
源
活
用
広

場
」
と
併
設
し
て
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。
(
資
源
活
用
広
場
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
「
広
報
う
、
え
だ
」
四
月
十

六
日
号
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
)

と

き

・:
五
月
十
二
日
間
午
前
八
時

四
十
五
分
か
ら
午
後
二
時
(
雨
天

の
場
合
は
同
十
九
日
間
)

と
こ
ろ
:
・
市
役
所
駐
車
場
と
そ
の
周

辺
内
容
:
・
日
常
生
活
に
関
す
る
身
近

な
情
報
を
紹
介
、
展
示
す
る
ほ
か
、

参
加
事
業
所
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
生
活
に
関

す
る
御
相
談
に
応
じ
ま
す
。

-
電
気
コ
ー
ナ
ー

深
夜
電
気
温
水
器
な
ど
高
効
率
機

器
の
設
置
に
つ
い
て
の
相
談
や
、
電

気
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
応
じ

ま
す
。
ま
た
、
安
全
で
便
利
な
各
種

電
気
機
器
の
展
示
や
「
生
活
と
電
気
」

に
関
係
し
た
映
画
を
上
映
し
ま
す
。

(協
賛
中
部
電
力
附
)

.
ガ
ス
コ
ー
ナ
ー

ガ
ス
機
器
を
安
全
に
効
率
よ
く
使

用
す
る
た
め
に
は
、
ど
ん
な
こ
と
に

注
意
し
た
ら
よ
い
か
、
と
い

っ
た
問

題
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
「
ガ
ス
め

よ
ろ
ず
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
を
開
設
し

ま
す
。
ま
た
、
マ
イ
コ
ン
内
蔵
メ
ー

タ
ー
の
実
演
や
、
ビ
デ
オ
の
上
映
も

行
い
ま
す
。

(協
賛
上
田
ガ
ス
側
)

・
電
話
コ
ー
ナ
ー

四
月
一
日
か
ら

N
T
T
(日
本
電

信
電
話
株
式
会
社
)
に
な
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
に
伴
い

利
用
方
法
に
よ

っ

て
基
本
料
金
が
変
わ
る
場
合
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
わ
が
家
の
電
話
は
ど
う

な
る
の
か
、
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問

や
相
談
に
応
じ
る
「
移
動
電
話
相
談

所
」
を
開
設
し
ま
す
。

ま
た
、
テ

レ
ホ
ン
カ
ー
に
よ
る
各

種
電
話
機
の
紹
介
、
展
示
を
し
ま
す
。

(協
資

N
T
T
上
回
電
報
屯
話
局
)

・
石
け
ん
コ
ー
ナ
ー

粉
石
け
ん
を
使

つ
て
の
上
手
な
洗

濯
の
方
法
な
ど
、
「
洗
剤
に
関
す
る
相

談
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
ま
す
。
ま
た
、

各
種
粉
石
け
ん
、
台
所
用
洗
剤
、

シ

ャ
ン
プ
ー
な
ど
を
特
価
で
販
売
す
る

ほ
か
、
無
料
の
サ
ン
プ
ル
を
六
百
袋

用
意
し
ま
し
た
の
で
、
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。

(協
賛
ヤ
マ
カ
石
鹸
版
売
鮒
)

・
消
費
生
活
コ
ー
ナ
ー

今
回
は
、
「
悪
質
商
法
に
御
用
心
」

と
い
う
テ
!

?
で
、
最
近
被
害
が
急

増
し
て
い
る
商
品
取
引
や
マ
ル
チ
ま

が
い
商
法
な
ど
の
訪
問
販
売
に
つ
い

て
、
そ
の
実
態
と
問
題
点
を
パ
ネ
ル

展
示
し
ま
す
。
悪
質
商
法
の
被
害
に

遭
わ
な
い
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
か
、
と
い

っ
た
消
貨
生
活
に
関
す

る
苦
情
や
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

(協
賛
県
上
回
消
費
生
活
セ
ン
タ

・
国
鉄
コ
ー
ナ
ー

春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎
、え
て
、

旅
行
を
計
画
し
て
い
る
皆
さ
ん
む
多

い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
上
手
な

国
鉄
の
利
用
法
や
各
種
割
引
き

つ
よ

な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
国
鉄

旅
行
の
御
案
内
や
相
談
も
行
い
ま
す
。

(
協
賛
上
田
駅
旅
行
セ
ン
タ
ー
)
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真田幸村公銅像完成

こ
の
ほ
ど
、
上
田
駅
前
ロ
ー
タ
リ

ー
に
真
田
幸
村
公
銅
像
が
完
成
し
、

四
月
十
七
日
に
は
、
銅
像
建
立
に
と

二
千
万
円
を
御
寄
付
い
た
だ
い
た
成

沢
定
平
さ
ん
(
東
京
在
住
)
も
出
席
さ

れ
て
、

除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

N
H
K
で
今
「
真
田
太
平
記
」
が
放

映
さ
れ
て
い
る
時
期
と
あ
っ

て
、
銅

成沢定平さん多額の御寄付

、命初

宅手訟

行
政
相
談
委
員
に御
相
談
を

こ
の
た
び
、

次
の
四
人
の
方
々
が
、

総
務
庁
長
官
か
ら
行
政
相
談
委
員
に

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
相
談
委
員
さ
ん
は
、

公
社、

公
固
な
ど
で
行

っ
て
い

る
仕

事
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
か
ら
苦
情
や

要
望
、
意
見
な
ど
を
お
聞
き
し
て
、

そ
の
解
決
を
図
り
ま
す
。
侶
談
は
川
附

役
所
や

1
2も
一
三
士
、
:
〉
?

瞳
眠

回

ん

。

三

一

4
J
u
u
v
b
A
み

L
F
J
q

・
圃
鴨
川

真

さ

た

E

・

J

、
4

関

与

三

水

の

事

故

か

ら

守

ろ

う

酒
類
寂
市
Jb
成

、

れ

邑

-

E
一一

守
ベ
縫

縦

一
一
は
一
…
一

毎
年
、
子
供
の
水
難
事
故
が
春

直
そ
う
|
子
供
は
、
大
人
の
思
い

議

ぬ

一
日
が
宅

か
ら
夏
に
か
ナ
て
多
発
し
て
い
ま
す
。

も
よ
ら
な
い
遊
び
場
を
見
つ
け
て

間
断
騨
ぷ
へ
、

リ
げ
式

z

j

部
脳
閣
制
蹴

タ

月

幕

も
昨
年
、
県
内
て
発
生
し
た
小
学
生
以
遊
び
ま
す
。
子
供
に
な
っ
た
つ
も

職
糊

γ弘
幅
一

4
除

も
下
の
子
供
の
水
球
事
故
は
、
十
四
件
り
で
、
も
う
一
度
身
の
回
り
の
危

聡

総

論

臥

錯

。

て

E

鶏

鴻

機

騒

前

像

れ

畠
で
七
人
が
死
亡
し
て
い
ま
す
が
、
こ
険
な
場
所
を
昆
直
一
し
、
防
護
柵
を

藤

隊

総

総

駅

銅

さ

官

の
う
ち
の
十
三
件
(
死
亡
七
人
)
が
、
設
け
る
な
ど
事
故
防
止
対
策
を
し

騒

騒

詰

竺

四
月
七
九
月
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

ま
し
ょ
っ
。

闇
闘
機
融
醐
掛
闘
題

一一

富
暴
露

B

i

J

い
ず
れ
も
、
保
護
者
が
ほ
ん
の
わ

三
、
危
険
な
遊
び
を
し
な
い
し
つ
け

一一
一

像
の
人
気
も
上
々
。

三
ず
か
目
を
離
し
た
す
き
と
か
、
子
供

を
l
子
供
は
、
皆
冒
険
家
で
す
。

成
沢
さ
ん
は
、
上
田
市
の
御
出
身

一一
一
た
ち
だ
け
で
水
辺
で
遊
ん
で
い
て
発
危
な
い
場
所
で
は
遊
ば
な
い
よ
う
、

で
、
昭
和
五
十
年
に
は
一
億
円
を
御
守
生
し
て
い
ま
す
。
ま

た

、

発

生

場

所

よ

く

言

い

聞
か
せ
て
お
く
こ
と
も

寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
御
寄
主
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
自
宅
か
ら
百
必
要
で
す
。

付
は
、
「
上
田
市
自
然
運
動
公
園
」
の

一
メ
ー
ト
ル
以
内
に
あ
る
庭
池
や
用
水

建
設
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か

一
路
な
ど
で
す
。

地

域

で

に
も、

成
沢
さ
ん
に
は
、

何
回
か
多

一一
一

子
供
た
ち
を
水
の
事
故
か
ら
守
る

や

っ

て

ほ

し

い

こ

と

額
の
御
寄
付
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

一
た
め
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ

e
-
L
さ
い
。

一
、
危
険
箇
所
の
点
検
と
安
全
対
策

お
気
E

の
推
進
l
地
域
に
危
険
な
場
所
は

家

庭

で

な
い
か
、
た
め
池
、
防
火
用
水
池
、

注

意

し

て

ほ

し

い

こ

と

か
ん
が
い
用
水
路
な
ど
を
点
検
し
、

安
全
対
策
を
講
じ
て
く
だ
さ
い
。

一
、
幼
児
か
ら
は
絶
対
に
目
を
離
さ
ニ
、
危
険
な
場
所
で
遊
ん
で
い
る
子

な
い

l
幼
児
は
、
た
い
へ
ん
活
動

供
へ
の
一
声
か
け
の
励
行
|
危
険

的
で
怖
さ
を
知
り
ま
せ
ん
。
忙
し
な
場
所
で
遊
ん
で
い
る
チ
供
を
見

く
て
も
、
幼
児
か
ら
は
絶
対
に
目
か
け
た
ら
、
「
人
の
チ
」
と
思
わ
ず

を

離

さ

な

い

で

く

だ

さ

い

。

ぜ

ひ

一

声

注

意

し

て

や

っ

て

く

だ

二
、
自
宅
付
置
の
危
険
な
場
析
を
尾

き

ぺ

密
が
守
ら
れ
無
料
で
す
の
で
、

軽
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

鋒
城
直
巳
さ
ん
(
南
天
神
町
)

宮
(⑫

6
1
7
6

松
川

隆
さ
ん
(
吉
田
)

宮
⑫
4
7
1
5

久
保
田
良
明
さ

ん

(
小
井
田
)

宮
⑧
1
1
2
0

倉
沢
美
代
チ
さ
ん
(
中
野
)

合
(拶

2
3
1
3



委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
相
談
委
員
さ
ん
は
、
役
所
や

達三

要
望
、
意
見
な
ど
を
お
聞
き
し
て
、

そ
の
解
決
を
図
り
ま
す
。
相
談
は
、秘

市
内
の
死
亡
状
況
と

最
近
の
傾
向

だ

皆
さ
ん
、
お
元
気
で
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
今
回
は
、
市
内
で
昨
年

一
年
間
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
状
況

と
、
最
近
の
傾
向
に
つ
い
て
お
話
し

し
ま

L
ょ
う
。

昨
年
、
市
内
で
亡
く
な
ら
れ
た
方

は
、
八
百
七
人
で
し
た
。
昭
和
五
十
八

年
は
七
百
五
十
二
人
で
し
た
の
で
、

五
十
人
近
く
増
、
え
た
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
こ
こ
数
年
の
状
況
を
み
る
と

横
ば
い
状
態
と
い
、
え
る
で
し
ょ
う
。

えつ一ー(5)同一一一昭和60年 5月1日 広報

死
亡
原
因
の

第

1
位
は
ガ
ン

亡
く
な
ら
れ
た
原
因
の
第
一
位
は

ガ
ン
、
第
二
位
は
脳
卒
中
、
第
三
位

は
心
臓
病
、
第
四
位
は
老
衰
、
第
五

位
は
高
血
圧
性
疾
患
と
な
っ
て
い
ま

す
。図

一
を
御
覧
く
だ
さ
い
。
ガ
ン
、

脳
卒
中
、
心
臓
病
を
三
大
成
人
病
と

い
い
ま
す
が
、
こ
の
三
大
成
人
病
が

亡
く
な
ら
れ
た
方
全
体
の
約
六
割
を

占
め
て
お
り
、
人
数
も
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
、
老
人
人
口
が

増
え
る
に
し
た
が
っ
て
成
人
病
も
増

え
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
の
で
、
日

ご
ろ
の
生
活
を
見
直
し
て
、
成
人
病

に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重

要
に
な
る
で
し
ょ
う
。

ガ
ン
の
な
か
で

胃
ガ
ン
が
卜
ッ
フ

き
て
、
ガ
ン
で
百
八
十
二
人
の
方
々

が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
が
、
ど
ん
な

ガ
ン
で
亡
く
な
ら
れ
た
か
は
、
図
二

を
御
覧
く
だ
さ
い
。

男
女
と
も
、
胃
ガ
ン
が
ト
ッ
プ
で

す
。
順
位
は
、
こ
こ
数
年
大
き
な
変

化
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
胃
ガ
ン
は

全
国
的
に
み
る
と
、
少
し
ず
つ
で
す

が
減
っ
て
い
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
医
療
技
術
の
進
歩
、
ま
た

胃
ガ
ン
に
対
す
る
知
識
が
広
が
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
早
期
発
見
、
早
期
治

療
が
一
段
と
進
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
市
で
も
、
胃
ガ

ン
、
大
腸
ガ
ン
、

昭和59年市内の男女別死亡状況 (807人)ンな肺.菌E・検どカ、、 司面画圃F

~~グ〉ン 腎不全 4人

を早 、一一壮一 ，. 
行期乳日又九一一ーい
っ発房 ぜん.I;!.6人

て見方、 肝硬変 8人

いをン 高血圧性疾!.l'.

ま目、 12人

す的子
。に宮
ーし顎It
人たガ
で、ヵーン

きぜ尤
いひ，-
。一丈

声己
庄

意/
」 σ
て 4
Jや」

つ t
て尽
く t
だす

昭和59年市内のガン男女別死t状況 (182人).mt 

胆のう・胆管

3人

白血病

3人お
勧
め
し
ま
す
。

も
多
く
の
方
が
、
健
康
な
毎
日
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
ら

の
検
診
を
ぜ
ひ
受
診
き
れ
る
こ
と
を



だ 昭和60年5月1日一一一(6)ー

お知らせ
え

麻
し
ん
の
予
防
接
種

つ広報

保
健
予
防
課
保
健
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
2
8
9

有
線
②
0
7
2
1

麻
し
ん
(
は
し
か
)
の
予
防
接
種

を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。
以
前
に
、

こ
の
予
防
接
種
を
受
け
た
子
供
き
ん

は
、
該
当
し
ま
せ
ん
。
料
金
は
無
料

で
す
。

対
象
者
:
・
五
十
八
年
四
月
一
日
か
ら

周
年
九
月
三
十
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
子
供
さ
ん
(
今
ま
で
実
施
し
た

機
会
に
で
き
な
か
っ
た
六
歳
未
満

の
子
供
き
ん
も
含
み
ま
す
)

実
施
期
間
:
・
五
月
七
日

ωか
ら
五
月

三
十
一
日
幽
ま
で
の
問
に
、
子
供

き
ん
の
健
康
状
態
の
良
い
日
を
選

一第 934号34号ーー

豊
殿
地
区
の

このたび、別所温泉幕宮地籍の副所公園

にテニスコート4置が完成しました。使用

については、体育課 (n⑫4100内線557)ま

疋は自然運動公園管理事務所(含⑧7195)

にお問い合わせ<定さい。

ん
で
お
受
け
く
だ
さ
い
。

実
施
場
所
・
:
下
表
の
委
託
医
療
機
関

の
う
ち
、
ふ
だ
ん
か
か
り
つ
け
て

い
る
所
へ
事
前
に
電
話
な
ど
で
連

絡
し
て
か
ら
お
受
け
く
だ
き
い
。

持
ち
物
:
・
問
診
票
(
赤
ち
ゃ
ん
手
帳

の
中
に
あ
り
ま
す
)
、
母
子
健
康
手

帳
受
け
ら
れ
な
い
子
供
さ
ん
:
・
①
ポ
リ

オ
(
小
児
マ
ヒ
)
を
受
け
て
か
ら

一
か
月
以
上
経
過
し
て
い
な
い
子

供
き
ん
②
三
か
月
以
内
に
ガ
ン

マ
グ
ロ
プ
リ
ン
の
注
射
を
受
け
た

子
供
さ
ん
③
赤
ち
ゃ
ん
手
帳
の

「
禁
忌
事
項
」
に
該
当
す
る
子
供

き
ん

そ
の
他
:
・
麻
し
ん
の
予
防
接
種
は
、

注
射
後
、
七
日
か
ら
十
二
日
を
中

心
に
三
十
七
度
五
分
か
ら
三
十
八

度
五
分
の
熱
が
出
た
り
、
軽
い
発

し
ん
が
起
こ
っ
た
り
、
せ
き
、
鼻

試
験
場
所
:
・
上
田
合
同
庁
舎
、
建
設

業
会
館
、
市
消
防
会
館

類
・
:
乙
種
四
類
、
丙
種

水
が
出
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

こ
の
よ
う
な
症
状
は
、
一
般

に
特
別
な
治
療
を
受
け
な
く
て
も

回
復
し
ま
す
が
、
け
い
れ
ん
を
起

こ
し
た
り
、
呼
吸
が
早
く
な
っ
た

と
き
は
医
師
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
個
人
通
知
は
行
き
ま
せ
ん

の
で
、
こ
の
広
報
を
よ
く
御
覧
に
な

っ
て
お
受
け
く
だ
さ
い
。

独
鈷
山
に
登
ろ
う

塩
田
公
民
館

宮
⑩
6
8
8
3

有
線
(
塩
田

)
2
0
5
4

独
鈷
山
に
登

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

小
鳥
の
さ
え
ず
り
を
聞
き
な
が
ら
、

(50音順)

医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号

:4‘r 沢 医 院( 森 ) 124-2280 嶋村内科小児科医院(常磐町)22-3202 

荒 井 医 院(下紺屋町)22-0474 城 南 医 院(待[1 所)22-3481 

飯 島 医 院(築 地)22-5011 2基E且L 田 医 院(下紺屋町)22-1158 

池田ク リニ y ク(川辺町)22-5041 新 美 医 院(大 屋)35-0012 

池 回 医 院(浦 野)31-2007 日新堂病院(馬場 町)22-0558 

遠藤 内科医院(馬場町)22-0051 橋 本 医 院(舞 田)38-2033 

金井内科小児科医院(国 分)22-9716 堀 内 医 院(大 屋)35-0104 

神科診療所(長 島)27-3331 松尾内科小児科医院(下常回)22-1355 

~~ 坂 内 科(上塩尻)22-1936 宮坂内科小児科医院(下常回)22-0759 

甲田内科小児科診療所(石 神)38-3065 宮下内科小児科医院(上 堀)22-1233 

小松内科循環器科医院(上川原柳町)27-2200 二原内科医院(中之条)27-6500 

小井土内科医院(下川原柳町)27-6666 ニ好町産婦人科医院(御 所)23-2381 

斉藤 外科医院(下青木)35-0887 村 上 医 院(末広町)22-3740 

斉 藤 医 院(馬場町)22-1048 t~ [l j尺 病 院(北大手)22-0109 

ささき 小児科医院(域 北)27-7700 横 山 医 院(大 屋)35-0008 

佐 藤 医 院(五 加)38-2543 吉田こども医院(踏 入)24-1222 

塩 田 病 院(中 野)38-2221 和方内科医院(塩田新町)38-2540 

麻しん予防接種委託医療機関一覧表
小
地
区
心
身
障
害
者
体
育
大
会
」
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

大
勢
の
皆
き
ん
の
御
観
覧
と
御
声

後
五
時

土
曜
日
・
:
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午

後

O
時
三
十
分

み
ん
な
で
新
緑
の
山
道
を
楽
し
く
歩

主
」
宇
4

ア
し
ょ
、
っ
。

と
き
・
:
五
月
十
二
日
川
午
前
八
時

に
西
塩
田
小
学
校
へ
集
合
(
野
倉
、

別
所
の
皆
さ
ん
は
、
沢
山
湖
へ
午

前
八
時
五
十
分
に
集
合
)

日
程
・
:
独
鈷
山
頂
着
午
前
十
一
時

三
十
分
|
山
頂
発
午
後
一
時
三
十

分
l
西
塩
田
小
学
校
着
午
後
四
時

参
加
料
・
:
一
人
百
円
(
当
日
、
現
地

で
集
め
ま
す
。
記
念
品
を
差
し
上

げ
ま
す
)

持
ち
物
・
:
畳
食
、
水
筒
、
雨
具
な
ど

そ
の
他
:
・
雨
天
中
止
の
場
合
は
、
午

前
六
時
三
十
分
に
有
線
で
放
送
し

ま
す
。

日
本
の
緋
ロ

l
ド

中
央
公
民
館

宮
⑫
0
7
6
0

展と と
ラに保示ニ(月)
|用持物ろ き
写い者
真るな重中 五
パ道ど要央 月
ネ具五無公 十
ル、人形民 二
、原の文館 日
作糸緋号化大 (日)
品、織財会

な工りの議
ど程工技室
カ程術

十
三
日



度
五
分
の
熱
が
出
た
り
、
軽
い
発

し
ん
が
起
こ

っ
た
り
、

せ
き
、
鼻

に
用
い
る
道
具
、
原
糸
、
工
程
カ

一フ
l
写
真
パ
ネ
ル
、
作
品
な
ど

三
十
一
日
幽
ま
で
の
聞
に
、
子
供

さ
ん
の
健
康
状
態
の
良
い
日
を
選

第 934号一

豊
殿
地
区
の

健
康
相
談
の

一
部
変
更

保
健
予
防
課

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
2
9
1

有
線
②

0
7
2
1

盟
殿
地
区
の
健
康
相
談
は
、
毎
月

第
二

・
第
四
月
曜
日

(午
前
九
時
三

十
分
か
ら
同
十
一
時
三
十
分
)
に
つ

い
て
は
、
市
豊
殿
支
所
で
行

っ
て
き

ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
の
支
所
移
転

に
伴
い
会
場
を
下
郷
公
民
館
に
変
更

し
ま
す
。
御
了
承
く
だ
さ
い
。

な
お
、
毎
月
第
一

・
第
三
火
曜
日

(午
前
九
時
三
十
分
か
ら
同
十
一
時

三
十
分
)
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
ど

お
り
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行

い
ま
す
。

だえつ一(7)ー一一 昭和60年5月1日 広報

危
険
物
取
扱
者
試
験
と

事
前
講
習
会

消
防
本
部
予
防
課

宮
⑫
2
5
0
1
内
線
2
0
5

六
十
年
度
第
一

回
危
険
物
取
扱
者

試
験
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

試
験
日
:
・
六
月
二
十
五
日

ω

試
験
場
所
・
:
上
回
合
同
庁
舎、

建
設

業
会
館
、
市
消
防
会
館

試
験
の
種
類
:
・
乙
種
四
類
、
丙
種

願
書
受
付
:
・
五
月
七
日

ωか
ら
同
十

三
日
開
ま
で
に
、
本
人
が
直
接
、

財
団
法
人
・
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー

へ
郵
送
し
て
く
だ
き
い
。

受
験
願
書
な
ど
・・・
受
験
願
書
お
よ
び

試
験
実
施
案
内
は
、
消
防
本
部
予

防
課
と
上
小
地
方
事
務
所
総
務
室

に
あ
り
ま
す
。

危
険
物
取
扱
者
試
験
の
事
前
講
習

会
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

講
習
会
日
程
・:六
月
三
日
開

講
習
会
場
・
・
・市
消
防
会
館

受
講
申
込
期
間
・:
五
月
二
十
三
日
附

か
ら
同
三
十
一
日
幽
(
た
だ
し
、

期
限
内
で
も
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
)

上
小
地
区
心
身
障
害
者

体
育
大
会
を
開
催

福
祉
課
福
祉
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
3
7
3

心
身
障
害
者
の
皆
さ
ん
に
、
ス
ポ

ー
ツ
を
通
じ
て
健
康
の
保
持
と
体
力

の
増
強
お
よ
び
お
互
い
の
親
睦
を
図

っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
「
第
十
一
回
上

小
地
区
心
身
障
害
者
体
育
大
会
」
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

大
勢
の
皆
き
ん
の
御
観
覧
と
御
声

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

と

き

:
・五
月
十
二
日
間
午
前
九
時

か
ら
午
後
四
時
(
悶
天
中
止

)

と
二
ろ
:
・
市
営
陸
上
競
技
場

参
加
者
・・・上
小
地
区
の
心
身
障
害
者

の
皆
さ
ん

競
技
種
目
:
・百
メ
ー
ト
ル
競
争
、
走

り
幅
跳
び
、
走
り
高
跳
び
、
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
、
車
い
す
競
争
な
ど
二

十
七
種
目

青
少
年
相
談
室
を

御
利
用
く
だ
さ
い

青
少
年
課

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
6
8
1

⑫
8
0
8
0
(
直
通
)

青
少
年
相
談
室
に
、
四
月
か
ら
女

性
相
談
買
が
新
た
に
増
員
と
な
り
、

い
っ
そ
う
充
実
し
た
内
容
で
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

同
相
談
室
で
は
、
電
話
相
談
と
並

行
し
て
次
の
時
間
帯
で
御
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
青
少
年
の
各
種
問
題

は
、
早
期
解
決
が
大
切
で
す
。
遠
慮

な
く
御
相
談
く
だ
さ
い
。

平

日

:
・
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午

後
五
時

土
曜
日
・
・
・
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午

後

O
時
三
十
分

H
信
州
青
年
連
帯
の
船
H

団
員
募
集
と
写
真
展

青
少
年
課
青
少
年
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
6
8
1

県
主
催
に
よ
る
「
信
州
青
年
連
帯

の
船
」
が
、
八
月
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
信
州
の
青
年
が
洋
上
で
生

活
と
研
修
を
と
も
に
し
な
が
ら
、
仲

間
づ
く
り
と
国
際
的
視
野
の
拡
大
を

目
指
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

と

き

:
・
八
月
五
日
間
か
ら
同
十
六

日
幽
の
十
二
日
間

訪
問
先
・
・
・
中
華
人
民
共
和
国
(
北
京
、

天
津
、
河
北
省
)

参
加
資
格

マ
運
営
団
員
H
H
二
十
歳
以
上
三
十
歳

以
下
の
皆
き
ん
で
、
地
域
や
職

場
に
お
い
て
指
導
的
役
割
を
し

て
い
る
人

マ
一
般
団
員

1
二
十
歳
以
上
三
十
歳

以
下
の
皆
き
ん
で
、
同
種
の
事

業
に
よ
る
海
外
渡
航
経
験
の
な

い
人

マ
壮
年
団
員
H
H
三
十
歳
以
上
六
十
歳

以
下
の
人

募
集
人
員
・
:
一
般
団
員
約
二
十
名
(運

営
団
員
若
干
名
を
含
み
ま
す
)、壮

年
団
員
若
干
名

参
加
負
担
金
・
:
十
九
万
円

(一

部
市

の
補
助
が
あ
り
ま
す
)

申
込
期
限
・
・
・
運
営
団
員
は
至
急
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

一
般
団
員
と

壮
年
団
員
は
五
月
三
十
日
附
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込

書
は
青
少
年
課
に
あ
り
ま
す
。

な
お
、
団
員
募
集
の
一
環
と
し
て

上
回
航
跡
の
会
の
皆
さ
ん
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
写
真
展
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
御
覧
く
だ
さ
い
。

と

き

・
:
五
月
十
七
日
幽
か
ら
同
二

十
二
日
附

と
二
ろ
・
:
ほ
て
い
や
上
回
庖
ふ
れ
あ

い
広
場

冷
蔵
庫
の
安
全
使
用

冷
蔵
庫
は
、
湿
気
や
水
気
の
少
な

い
場
所
を
選
ん
で
置
き
ま
し
ょ
う
。

や
む
を
え
ず
湿
気
や
水
分
の
多
い
所

に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
は
、

ア
ー
ス
を
取
り
付
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
直
射
日
光
や
熱
気
の
多
い

所
は
避
け
、
風
通
し
を
良
く
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
掃
除
は
定
期
的
に
行

い
、
掃
除
の
前
に
は
電
源
プ
ラ
グ
を

抜
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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し
込
み
く
だ
さ
い

きが
を「
発了f
売い
し鳥
ま」
しグ〉

た四

(古
郵

便
は
カミ

鮫
入 し
日 て
時 く
fご
iliさ
円し、

時十

E 

I:} 
午
i長

f三

三大市民まつりの 1つ「真固まつ
り」が、 4月20日・ 21日の両日聞か
れました。20日には、市民会館で「ノ、
yスルのど自慢大会」と「ミス上田

コンテスト」が行われ、「ノ¥ツスルの

ど自慢大会J (参加者100人)では、井沢みさ子さん(浦野)ヵ、最優秀歌唱賞に、「ミス上田コンテスト 」
(参加者39人)では、内山英子さん(写真左から 3人め ・材木同一)と半田喜久子さん(写真右から 3人
め ・真田町 )が、ミス上回に選は、れました。

えつー (9)一一昭和60年 5月1日 広報

..r躍進する上回の工業展J
「第 4回躍進する上田の工業展」

カ，- 4月19日から同21日まで、の 3日
間、市民体育館で聞かれました。各

メーカーによる工業製品の展示のほ

か、高度情報社会を反映してニュー

メディア・フェアやOA(事務省力化 ). 
FA(工場自動化)フェアも同時に開催
され、約 12，000人が訪れました。

惨「真固まつり」

さ
ん
に
差
し
上
げ
ま
す
。

御
寄
付
お
礼

次
の
方
々
か
ら
温
か
い
御
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

マ
中
田
茂
喜
様

(
八
木
沢
)
五
十

万
円
社
会
福
祉
基
金
の
積
立
金
と

し
て
マ
妙
光
寺
寒
修
行
者
一
同
様

三
万

円
社
会
福
祉
基
金
の
柏
す
一
金
と
し

てマ
長
野
県
エ
ル
ビ

l
ガ
ス
協
会
上
小

支
部
様

乗
用
車
(
パ
ン
)
一
台

防
災
対
策
用
、
災
害
対
策
本
部
用
と

し
て
マ
渡
辺
ヤ
イ
樟

(
林
之
郷
)
手
制

み
の
チ
ヨ

y
キ
三
枚
福
祉
施
設
の

お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
へ

マ
株
式
会
社
富
士
銀
行
棒
、
安
田
火

災
海
上
保
険
株
式
会
社
棒
、
安
田
生

命
保
険
相
互
会
社
様
、
安
田
信
託
銀

行
株
式
会
社
棟
、
芙
蓉
交
通
安
全
協

力
会
様

交
通
事
故
傷
害
保
険
っ
き

「
黄
色
い
ワ
ッ
ペ
ン
」
千
七
百
枚

小
学
校
新
入
学
児
童
の
交
通
事
故
防

止
の
た
め
に

マ
綿
半
鋼
機
株
式
会
社
上
田
庖
様

小
学
校
入
学
児
童
文
具
セ

ッ
ト
半
点
、

中
学
校
入
学
生
徒
文
具
セ

ッ
ト
十
一

点
生
活
保
護
世
帯
の
小
学
校
入
学

pilli--61」

噛町

世町

児
童
と
中
学
校
入
学
生
徒
の
皆
さ
ん

へマ
上
回
友
の
会
梯

子
供
用
い
す
座

布
団
五
十
四
枚
母
子
家
庭
な
ど
の

小
学
校
入
学
児
童
の
皆
さ
ん
へ

マ
東
信
土
建
株
式
会
社
様

六
万
二

百
五
十
五
円
社
会
福
祉
法
金
の
村

立
金
と
し
て

マ
山
洋
電
気
株
式
会
社
様

電
気
時

計
(
屋
外
用
)
一
基
、
カ
ラ

l
テ
レ

ヒ
一
角
お
よ
び
テ
レ
ビ
架
内
観
光

会
館
へ

マ
塩
沢
一
字
樟

(
上
室
刊
(
)
一
人

三
百
円
の
貯
金
済
み
貯
金
通
帳
九
十

八
冊
浦
里
・
室
口
・
小
泉
小
学
校

の
新
入
学
児
童
の
皆
さ
ん
へ

マ
上
田
信
用
金
庫
棟

交
通
安
全
絵

図
入
り
「
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
」
千
六

百
五
枚
小
学
校
新
入
学
児
童
の
交

通
安
全
に

マ
西
村
良
美
梯

(
中
央
西
一
・
下
紺

屋

町

)

五

万

円

学

校

環

境

衛

生

備
品
購
入
費
に

マ
鐘
絹
ベ
ニ

l
株
式
会
社
樟

ベ
ン

チ
六
耕
一
黒
坪
児
童
公
聞
に

マ
舞
田
老
人
会
様

ぞ
う
き
ん
三
百

枚
塩
田
西
保
有
国
へ

マ
根
津
酸
素
株
式
会
社
樟

円
上
回
市
育
英
会
へ

マ

匿

名

二
卜

i
万
円

祉
法
金
の
い
一
立
金
と
し
て

-1
卜
万

社
会
福
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(
三
月
三
十
一
日
現
在
)
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感電事故をなくそう

こいのぼりを立てるとき、しまうとき電線に注意

特に金属製のポールは危険です
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① こいのぼりを立てる位置

きお(ポール)+こいの長き以

上電線から離れた位置に立て

ましょう 。

く例〉ポール(1伽n)+こい(5 m) 

+安全距離(3m)=18m 

町上 千
島本 曲
郷 町

L四七
八 八

山
浦
き
く
ゐ
さ
ん

(1 Om+5m+3m) 18m以上

10m 

②こいのほ・りを立てるとき、し

まうとき

なるべ く風のないときを選ん

で行いましょう 。 さおやポー

ルが長いときは、 2人以上で

行."、ましょう 。
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